
エピローグ

今とこれからを生きる君たちへ

• いのちは奇跡

• がんを防ぐチャンスは日常生活の中に

• がん ≠ 死

• いのちに限りはあるけれど・・・

自分に出来ることは？

大切な人をがんから守るために・・・

大切な人ががんなったとしたら・・・
魅力的な唇のためには、人に優しい言葉
を使うこと。愛らしい瞳のためには、人
の素晴らしさを見つけること。美しい身
のこなしのためには、人はひとりで歩め
ないと認めること・・・

助けが必要な人と年を重ねるのです。す
ると、自分には、ふたつの手があること
に気づきます。ひとつの手は、自分自身
を助けるために、もうひとつの手は、他
者を助けるために。

オードリー・ヘップバーン

Ⅲ 平成２７年度 埼玉県がん教育授業研究会 １ 蕨市立第一中学校 

文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 
平成２７年度埼玉県「がん教育」授業研究会(中学校)実施要項 

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  平成２７年１１月５日（木） 
 
４ 会  場  蕨市立第一中学校  蕨市南町３－１－２９  
        ＊駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 

     （ＪＲ京浜東北線 「西川口駅西口」から徒歩７分 「蕨駅西口」から徒歩１５分） 

 
５ 参加者対象  中学校教職員（保健体育科授業担当者等）及び指導主事 
       
６ 日  程 
（１）受  付 １３時００分～        （ 体育館 ） 
（２）全 体 会 １３時２０分～１３時４０分  （ 体育館 ） 
（３）公開授業 １３時４５分～１４時３５分  （ 体育館 ） 
（４）研究協議 １４時５５分～１６時３０分  （ 体育館 ） 
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

３年 咲間 悟 教諭 
保健体育（保健分野） 
「（４）健康な生活と疾病の予防」 
   イ 生活行動・生活習慣と健康 

 
８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   加賀谷貴彦 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主席指導主事   髙橋 宏至 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   水落美佳子 

  埼玉県 教育局南部教育事務所    指 導 主 事      小野  毅 
蕨市教育委員会教育部学校教育課    主    幹   岡部 愼一 
埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准   教   授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      准   教   授   儀賀 理暁 
  深 谷 市 立 藤 沢 中 学 校      教       諭   塚越 仙章 
  美 里 町 立 美 里 中 学 校      養 護 教 諭   笠原  愛 

–21–



 
 

保健体育科（保健分野）学習指導案 
 

平成２７年１１月５日（木） 第５時限 体育館 
第３学年５組    男子１８名  女子１９名 
指 導 者       教諭   咲間  悟 

 
１ 単 元 名  「健康な生活と疾病の予防」 イ 生活行動・生活習慣と健康 
 
２ 単元について 
   日本人の死因のうち、およそ３人に１人という高い割合を占め、生涯の中で２人に１人がかかるといわれ

ている「がん」は、わが国における重要な健康課題となっている。 
   わが国では、「がん対策基本法」が施行され、これに基づき、「がん対策推進基本計画」が決定された。そ

の中では「がん患者を含む国民が、がんを知り、がんと向き合い、がんに負けることのない社会」を目指す

こととしている。これまで学校では健康の保持増進と疾病の予防といった観点から、がんの予防も含めた健

康教育に取り組んできたが、がんそのものやがん患者に対する理解を深める教育は不十分であり、今後、健

康教育全体の中でがん教育をどのようにするべきかを検討していくとしている。子供に対しては、健康と命

の大切さについて学び、自らの健康を適切に管理し、がんに対する正しい知識とがん患者に対する正しい認

識を持つよう教育することを目指すという個別目標も示されている。 
   「健康な生活と疾病の予防」（本単元）では、人間の健康は、主体と環境がかかわり合って成り立つこと、

健康を保持増進し、疾病を予防するためには、それにかかわる要因に対する適切な対策があることについて

理解できるようにする必要性がある。 
   このため、本単元のうち「イ 生活行動・生活習慣と健康」では、健康と生活行動は深くかかわっており、

食生活、運動、休養及び睡眠のそれぞれと健康との関係について理解できるようにさせる。また、健康を保

持増進するためには、調和のとれた生活を続けることが必要であること、不適切な生活習慣はやせや肥満な

どを引き起こしたり、生活習慣病を引き起こす要因となったりし、生涯にわたる心身の健康に様々な影響が

あることについても理解できるようにさせる。 
   本単元で扱う生活習慣病には、肥満や糖尿病、高血圧、脳卒中、心臓病などを取り上げて扱い、それぞれ

の疾病について、原因や予防について理解できるようにさせる。また、特に近年我が国の重要な健康課題と

なっているがんについては特別に取り上げて扱うこととした。 
   がんは身近な病気であるということを理解させ、がんの予防や早期発見・検診についての関心を持ち、正

しい知識を身に付けた上で適切な対処ができるようになることを目指している。主に「がんとは（発生要因）」

「疫学」「予防」「早期発見・検診」について扱うこととする。 
 
３ 生徒の実態 
   本学級は、明るく活発な雰囲気で、授業における話し合いや発言にも積極的な生徒が多い。保健学習の授

業においては、健康への関心が高く、意欲的に取り組むことができている。説明を聞いて課題に集中して取

り組むこともできるが、特に班での話し合いなど思考を働かせるような活動を好む生徒が多く、意欲的に取

り組むことができる。しかし、活動が度を越して盛り上がってしまったり、発言が質問のねらいから逸れ、

周囲の笑いを誘うことをねらったりする生徒が見られることもあるという課題もある。 
   本単元の学習においては、ねらいを明確に持ち、課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活

動に意欲的に取り組ませることを重視し、仲間とともに協力して行う学習活動を通して必要な力を身に付け

させていく必要があると考える。 
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   事前アンケートの結果によるがんに対する生徒の実態は、以下のとおりである。 

 
上記の質問の回答のうち「こわい／どちらかといえばこわい」理由として、 

 ●命の危険、死のイメージ（１９名） ●苦しい、治療が辛いなどのイメージ（７名） 

 ●治らない病気というイメージ（６名） ●自覚症状、早期発見、転移などの不安（５名） など。 
一方「こわいと思わない」という回答は０であり、「どちらかといえばこわい／どちらともいえない」の理

由及び「こわい／どちらかといえばこわい」の理由としては、 
 ○医療の発達や早期発見で助かる（４名） という回答も見られた。 

 
  上記の質問の回答の理由として、 
 ○早期発見により治る（６名） ○治療や医療の進歩次第（８名） ○身近に治った人がいる（２名） 

 ○気持ちの影響（４名） ●転移のため治らない（４名） ●治ったという話を聞いたことがない（２名） 

 △わからない（１名） △進行などによりどちらともいえない（１３名） など。 

 
  上記の質問の回答のうち「受けてみようと思う／誰かに言われたら受けてみようと思う」の理由として、 
 ⇒早く見つけたい（１４名） 自分や家族を守るためなど（１０名） など。 
  「受けてみようと思わない／わからない」の理由としては、「まだ、大丈夫」「自分はならないと思う」「考え

たことがない」「面倒くさいし、がんが見つかっても手遅れ」「見つかったらいやだ」などがあった。 

こわいと思う:28名 どちらかといえば

こわいと思う:5名

どちらかといえば

こわいと思わない:1名

どちらともいえない

（わからない）:1名
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答人数：３５名（３年５組）

あなたは「がん」についてどのような印象を持っていますか？

思う:17名 思わない:4名 どちらともいえない:14
名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
回答人数：３５名（３年５組）

「がん」は、治る病気だと思いますか？

受けてみようと思う:25
名

誰かに言われたら

受けてみようと思う:4名

受けてみようと

思わない:3名

わからない:3名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
回答人数：３５名（３年５組）

将来、「がん」を見つけるために「がん検診」を受けてみようと思いますか？
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  その他に、「家族、親戚など身近な人でがんにかかった人がいますか？」という質問に対しては「家族（１名）」

「祖父母など含む親戚（１０名）」「その他（１名）」「いない（２３名）」であった。なお、家族と回答した生徒

については、母親と祖母がかかったが、早期発見により治癒したということであった。 
  以上、事前のアンケートの結果からは、がんに対するマイナスイメージは大きく、不安を感じている生徒が

多いということがわかった。また、早期発見により治癒するという知識を持っている生徒が多いということが

わかった。記述回答の中から、予防に関する回答は見られなかった。 
  全体として、がんの認知度は高く、こちらが想像していた以上に関連する知識も持っていることがわかった。

しかし、テレビ番組（ドラマなど）で得た知識やイメージが大きく、漠然としたものであり、がんという「病

気に対する不安や病気そのものに対する関心はあるものの、現在の自分や自分の生活とは結びついていない生

徒が多い印象を持った。 
生徒の実態からも「がんについて正しく理解し、予防について考えさせる」必要性は高く、生徒一人一人が

自分の問題として捉えさせていく必要がある。 
 
４ 教師の指導観 
   これまで、保健学習を進めていくうえで、できる限り生徒が思考と判断を働かせて主体的に活動する参加

型授業にこだわって取り組んできた。 
保健学習の内容の多くは、自分自身に大きくかかわるものや身近な課題であり、本来であれば興味・関心

の高い内容であるにもかかわらず、小学校での既習事項の発展や一般常識など、すでに知っている内容のも

のが多いため、教師主導の講義型授業、いわゆる受け身の授業では消極的な取り組みとなる生徒が多く見ら

れたという実態があった。 
そこで知識を活用する学習活動など生徒の主体的な活動を積極的に取り入れる授業展開の工夫を行うこ

とにより、生徒一人一人に出番があり、当たり前にわかっている内容についても個人やグループで出し合う

ことで関心を持たせ、活動の中で思考や判断を働かせることにより、科学的な理解へつなげていこうと考え

た。個人やグループで出し合った内容や導き出した答えから、自己の課題に気付くことにより、理解の深ま

りや実践力の育成に繋げていきたいと考えた。 
   本単元「生活行動・生活習慣と健康」においては、「健康的で適切な生活行動」への理解を深めさせるため

に、あえて逆の視点から、「疾病へつながるような生活行動」などについて考えさせる活動を取り入れるな

どの工夫をおこなった。 
   今回、新たな取り組みとして生活習慣病のうち「がん」についての内容を特別に抜き出して授業を行うこ

ととなった。これまでも一般的な生活習慣病の一つとして扱ってきたが、我が国の重要な健康課題とされて

いる「がん教育」についてどう扱っていけばよいか、授業を計画する上でさまざまな葛藤があった。 
   生徒にとって「がん」とは、他の学習内容同様、よく耳にする単語であり、なんとなく漠然とした知識や

イメージを持っているものである。しかし、実際にアンケートを行ってみると間違った知識や無関心が顕著

であった。そこで今回の授業実践においては「がんを正しく理解し、予防について考える」ことをねらいと

して取り組んでいこうと考えた。 
   これまで同様、生徒の主体的な学習活動を中心とした授業展開を考えたが、今回「調和のとれた生活と生

活習慣病」の発展として「がん」を１時間扱いで取り組むにあたり、がんを正しく理解させるには、指導す

べき学習内容が多く、どうしても教師主導の講義型の学習活動が中心となった。そこで、「がん教育」の授

業においては、導入において、ブレインストーミングと分類を活用することで、前時までの学習内容である

一般的な生活習慣病とがんとの共通点と違いについて、着目させ、そこで出てきたがんへの不安やこわさ、

疑問などを講義型授業の中で少しずつクリアにしていくことで正しい理解につなげていきたいと考えた。ま

た、まとめでは身に付けた知識を活用して、身近な人や自分の生活に目を向けさせ、がんの予防について考
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えさせる中で理解の深まりや今後の実践につなげさせていきたいと考えた。 
   なお、「学校におけるがん教育の在り方について報告（平成２７年３月）」にもあるように「がん教育」は

がんをほかの疾病等と区別して特別に扱うことが目的ではなく、がんを扱うことを通じて、ほかの様々な疾

病の予防や望ましい生活習慣の確立も含めた健康教育そのものの充実を図るものでなければならないとさ

れている。そこで、今回の実践では、がんは放っておけばこわい病気であるという生徒が持つイメージを利

用して、正しい知識のもとに生活習慣の改善や早期発見などに取り組めばこわい病気ではないというイメー

ジにシフトしていけるようにしたい。同時に生活習慣病では、なかなか自分には関係ないと感じ、課題に向

き合えていなかった生徒についても、現在の生活習慣を見直し、改善していくことは自分の将来に大きくか

かわる重要なことであるという意識を高めさせ、実際の行動へつなげていくなど実践力の育成を図っていき

たい。 
 
５ 単元の目標 
 （１）生活行動・生活習慣と健康について関心をもち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。      

【関心・意欲・態度】 
 （２）生活行動・生活習慣と健康について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、科

学的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。            【思考・判断】 
 （３）生活行動・生活習慣と健康について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活との関わりを

理解することができるようにする。                         【知識・理解】 
 
６ 単元の指導計画と評価計画 
 （１）単元の観点別評価規準 

 ア 健康・安全への 
関心・意欲・態度 

イ 健康・安全について 
の思考・判断 

ウ 健康・安全についての 
知識・理解 

単
元
の
評
価
規
準 

生活行動・生活習慣と健康に

ついて関心をもち、学習活動

に意欲的に取り組もうとし

ている。 

生活行動・生活習慣と健康につ

いて、課題の解決を目指して、

知識を活用した学習活動などに

より、科学的に考え、判断し、

それらを表している。 

生活行動・生活習慣と健康について、課題の

解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生

活の関わりを理解している。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

①生活行動・生活習慣と健康

について、健康に関する資

料を見たり、自分たちの生

活を振り返ったりするな

どの学習活動に意欲的に

取り組もうとしている。 
②生活行動・生活習慣と健康

について、課題の解決に向

けての話合いや意見交換

などの学習活動に意欲的

に取り組もうとしている。 

①生活行動・生活習慣と健康に

ついて、健康に関する資料等

で調べたことを基に課題や解

決の方法を見付けたり、選ん

だりするなどして、それらを

説明している。 
②生活行動・生活習慣と健康つ

いて、学習したことを自分た

ちの生活や事例などと比較し

たり、関係を見付けたりする

などして、筋道を立ててそれ

らを説明している。 

①食生活と健康について理解したことを言

ったり、書き出したりしている。 
②運動と健康について理解したことを言っ

たり、書き出したりしている。 
③休養及び睡眠と健康について理解したこ

とを言ったり、書き出したりしている。 
④調和のとれた生活と生活習慣病について

理解したことを言ったり、書き出したりし

ている。 
⑤がんの発生要因とその予防について理解

したことを言ったり、書き出したりしてい

る。 
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（２）単元の指導と評価の計画（全５時間）  本時は○印 

時 

間 
学習のねらい・活動 

評価規準 

評価方法 
関心 

意欲 

態度 

思考 

判断 

知識 

理解 

１ 
 
食 
生 
活 
と 
健 
康 

Ⅰ ねらい 

・生活行動・生活習慣と健康について、学習したことを自分たちの生活

や事例などと比較したり、関係を見つけたりするなどして、筋道を立

てて説明できる。 
・食生活と健康について理解したことを言ったり、書き出したりす

ることができる。 
Ⅱ 学習活動 

１ 健康を保持増進するための食生活について考える。 
・健康的な食生活と不健康な食生活の２つのいずれかについてグルー

プで考え、発表する。 

［○健康的な食生活 ・ ×不健康な食生活］とは…？（どち

らか１つ）班で話し合ってみよう。 

〈予想される反応〉 ○健康的 ×不健康 

○毎日３食 ○規則正しく同じ時間 ○野菜をたくさん摂る 

○好き嫌いをしない ○バランスよく ○腹八分目 など 

×間食をたくさん摂る ×食べない ×食べすぎ 

×偏食 ×肉ばかり ×ファーストフードばかり など 

２ 健康を保持増進するための食事や配慮すべきこと、運動に応じた

エネルギーの補給について説明を聞く。 
３ 自分の食生活について考える。 

 ・自分の食生活の課題と今後の改善点について考え、発表する。 

①自分の食生活の課題（よくない所）と②これからできる改善

策（気を付ける所）を考えてみよう。 

〈予想される反応〉 

①朝食を摂らない時がある／間食が多い／好き嫌いする 

 インスタント食品が多い／食べ過ぎてしまう など 

②朝食を必ず摂る／間食を控える／バランスよく野菜も摂る 

 食べ過ぎないようにする／よくかんで食べる など 

 ４ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説明文をワークシ

ートにまとめ、発表する。※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。

・健康な生活や疾病の予防には、毎日適切な時間に食事をするこ

とが大切であること。 
・年齢や運動量に応じて栄養素のバランスや食事の量などに配慮

する必要があること。 
・運動によって消費されたエネルギーを食事によって補給するこ

とが必要であること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈思・判‐②〉（学習活動３） 
生活行動・生活習慣と健

康ついて、学習したこと

を自分たちの生活や事

例などと比較したり、関

係を見付けたりするな

どして、筋道を立ててそ

れらを説明している状

況を【観察】でとらえる。

（イ―②） 
〈知・理‐①〉（学習活動４） 
食生活と健康について

理解したことを言った

り、書き出したりしてい

る状況を【観察・ワーク

シート】でとらえる。 

–26–



 
 

２ 
 
運 
動 
と 
健 
康 

Ⅰ ねらい 

・生活行動・生活習慣と健康について、健康に関する資料を見たり、

自分たちの生活を振り返ったりするなどの学習活動に意欲的に取

り組むことができる。 
・運動と健康について理解したことを言ったり、書き出したりする

ことができる。 
Ⅱ 学習活動 

１ 運動不足が体に及ぼす影響について考える。 
・運動不足が体に及ぼす影響についてグループで考え、発表する。 

健康な若い人が１ヶ月間、ベッドに寝たままの生活をしたとし

たら、体にどんな影響が出てくるか、考えてみよう。 

〈予想される反応〉 

筋肉が落ちる／骨がもろくなる／体力が落ちる／病気になる 

 ２ 運動が心に及ぼす影響について考える 
 ・「運動ができない時の気持ち」と「力いっぱい運動した時の気持ち」

について考え、発表する。 

「Ａしばらくの間、運動してはだめと言われ、おとなしくじっ

としていなくてはいけない時はどんな気持ちになるか」「Ｂ思

いっきり汗をかいたり、力いっぱい運動したりして、体を動か

した時はどんな気持ちになるか」の２つについて考えてみよ

う。 

〈予想される反応〉 

Ａイライラする／元気がなくなる／やる気が起きない／ 

運動したくなる／暗い気持ちになる／ストレスがたまるなど 

Ｂスッキリする／気持ちいい／充実感を得る／疲れる 

ストレス解消になる／爽やかな気持ちになる など 

 ３ 運動の効果（身体面・精神面）と健康の保持増進のための適切な

運動について説明を聞く。 
 ４ 自分の生活（運動量など）について考える 
 ・自分の生活における運動の課題と今後の改善点について考え、発表

する。 

①自分の生活の運動面の課題（よくない所）と②これからでき

る改善策（気を付ける所）を考えよう。 

〈予想される反応〉  

①昼休みに校舎内にいる／エスカレーターなどをよく使う 

部屋ではいつもゴロゴロしている／暇があれば寝るなど 

②できるだけ昼休みは外で遊ぶ／階段を積極的に使う 

部屋でも寝転んだり、寄り掛かったりしない  など 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
〈関・意・態①〉（学習活動１）

生活行動・生活習慣と健

康について、健康に関す

る資料を見たり、自分た

ちの生活を振り返った

りするなどの学習活動

に意欲的に取り組もう

としている状況を【観

察】でとらえる。（ア‐①）
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５ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説明文をワークシ

ートにまとめ、発表する。  
※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。 

・運動には、身体の各器官の機能を刺激し、その発達を促すとと

もに、気分転換が図られるなど、精神的にもよい効果があるこ

と。 
・健康な生活や疾病の予防には、日常生活において適切な運動を

継続することが必要であること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

② 
 
 
 

〈知・理②〉（学習活動５） 
運動と健康について理

解したことを言ったり、

書き出したりしている

状況を【観察・ワークシ

ート】でとらえる。（ウ‐

②） 

３ 
 
休 
養 
及 
び 
睡 
眠 
と 
健 
康 

Ⅰ ねらい 

・生活行動・生活習慣と健康について、学習したことを自分たちの生活

や事例などと比較したり、関係を見つけたりするなどして、筋道を立

てて説明できる。 
・休養及び睡眠と健康について理解したことを言ったり、書き出し

たりすることができる。 
Ⅱ 学習活動 

１ 疲労が心身に及ぼす影響について考える。 
・長時間の学習、運動、作業による疲労が蓄積されたときの心身の変

化について考え、発表する。 

長時間の学習、運動、作業は疲労（つかれ）をもたらします。

疲労が蓄積されると心や体にはどんな変化が現れますか？ 

〈予想される反応〉 

集中力が途切れる／やる気がなくなる／眠くなる／効率が落ちる 

体に痛みが出てくる／けがをする／イライラする など 

２ 心身の疲労を回復する方法について考える。 
 ・疲労の蓄積による心身の変化を回復するための方法について、肉体

的・精神的の両方について考え、発表する。 

疲労の蓄積から現れた心や身体に起こった変化を放っておけ

ば病気になるなど健康に影響します。心や体に起こった変化を

回復するためにはどんなことをすればよいでしょうか。肉体的

疲労には？精神的疲労には？ 

〈予想される反応〉 

肉体的疲労には→休憩をとる／仮眠をとる／横になる／ｽﾄﾚｯﾁする 

精神的疲労には→気分転換をする（運動や音楽鑑賞など） 

軽い運動／入浴／栄養補給（糖分） など 

３ 休養及び睡眠の効果ならびに健康の保持増進のための適切な休

養及び睡眠について説明を聞く。 
４ 自分の生活における休養や睡眠のとり方について考える。 
・自分の生活を振り返り、休養や睡眠のとり方についての課題と今後

の改善点について考え、発表する。 

①自分の生活の休養や睡眠の取り方の課題（よくない所）と②

これからできる改善策（気を付ける所）を考えよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈思・判②〉（学習活動２） 
生活行動・生活習慣と健

康について、学習したこ

とを自分たちの生活や事

例などと比較したり、関

係を見つけたりするなど

して、筋道を立てて説明

している状況を【観察】

でとらえる。（イ‐②） 
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〈予想される反応〉 

①寝る時間が遅い／睡眠時間が短い／寝すぎてしまう／ 

勉強をだらだらとやってしまう／ 

②毎日決まった時間に眠る／勉強時間にも計画的に休憩を入れる 

 規則正しい生活を心がける／早寝早起き など 

５ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説明文をワークシ

ートにまとめ、発表する。  

※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。 

・長時間にわたる学習、運動、作業は、疲労やストレスをもたら

し、心身の不調や病気を引き起こすこと。 
・健康な生活や疾病の予防には、休養及び睡眠によって心身の疲

労を回復することが必要であること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
③ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
〈知・理③〉（学習活動５） 
休養及び睡眠と健康に

ついて理解したことを

言ったり、書き出したり

している状況を【観察・

ワークシート】でとらえ

る。（ウ‐③） 
４ 
 
調 
和 
の 
と 
れ 
た 
生 
活 
と 
生 
活 
習 
慣 
病 

Ⅰ ねらい 

・生活行動・生活習慣と健康について、健康に関する資料等で調べ

たことを基に課題や解決の方法を見付けたり、選んだりするなど

して、それらを説明できる。 
・調和のとれた生活と生活習慣病について理解したことを言ったり、

書き出したりすることができる。 
Ⅱ 学習活動 

１ 望ましい生活習慣について考える 
 ・これまでの学習を振り返り、望ましい生活習慣と不適切な生活習慣

についてグループで考え、発表する。 

これまでの学習を振り返り、「○健康である。病気にならない

ための望ましい生活習慣」と「×病気になるための不適切な生

活習慣」について班で話し合ってみよう。これまで学習してき

た内容はもちろん、それ以外の内容でも構いません。 

〈予想される反応〉 ○望ましい生活習慣 ×不適切な生活習慣 

○×それぞれについて、これまで学習した「食事」「運動」「休養」に関

する内容が出てくることが予想される。また、他に「喫煙」「飲酒」な

どこれから学習する内容についても出てくる可能性がある。 

２ 健康と生活習慣の関連、調和のとれた生活の必要性、生活習慣の

乱れによる生活習慣病など、生活習慣が健康に及ぼす影響について

説明を聞く。  
※生活習慣病のうち、「がん」については、次時で学習するため、

その他の「高血圧」「糖尿病」「心臓病」「脳卒中」について説明す

る。（発生要因と仕組み、その症状など） 
 ３ これから実践できる生活習慣の改善について考え、発表する。 

今日の学習を振り返り、これから改善して実践できそうな生活

習慣について書き出してみよう。今日からできるもの、将来実

践しようと思うものなどについて書き出しましょう。また、そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
〈思・判①〉（学習活動１） 
生活行動・生活習慣と健

康について、健康に関す

る資料等で調べたこと

を基に課題や解決の方

法を見付けたり、選んだ

りするなどして、それら

を説明している状況を

【観察】でとらえる。（イ

‐①） 
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の理由を説明できるようにしよう。 

〈予想される反応〉 

既習内容の復習も兼ねているため、生徒それぞれの課題に応じた、生活

習慣改善のうち特に重要だと感じているものが出てくると予想される。

※理由も説明させたい。「自分の生活は～なので、～といった生活習慣

を心がけ改善していきたい。」「自分の～といった生活習慣は、～という

病気に繋がる可能性があるので、そこを改善して～という生活習慣を心

がけていこうと思う。」など 

４ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説明文をワークシ

ートにまとめ、発表する。  

※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。 

・人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康を保持増

進するためには、年齢、生活環境等に応じた食事、適切な運

動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることが必要で

あること。 
・食生活の乱れ、運動不足、睡眠時間の減少などの不適切な生

活習慣は、やせや肥満などを引き起こしたり、また、生活習

慣病を引き起こす要因となったりし、生涯にわたる心身の健

康に様々な影響があること。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈知・理④〉（学習活動３） 
調和のとれた生活と生

活習慣病について理解

したことを言ったり、書

き出したりしている状

況を【観察・ワークシー

ト】でとらえる。（ウ‐

④） 
 

５ 
 
が 
ん 
の 
発 
生 
要 
因 
と 
そ 
の 
予 
防 

Ⅰ ねらい 

・生活行動・生活習慣と健康について、課題の解決に向けての話合

いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組むことができる。

・がんの発生要因とその予防について理解したことを言ったり、書

き出したりすることができる。 
Ⅱ 学習活動 

１ がんに対するイメージを出し合う（ブレインストーミング） 
 ・がんと聞いて思いつくことをグループで書き出させる。がんになる

原因やイメージなどなんでもよい。 ※発表はしない。 

「がん」と聞いて思いつくことをグループ内で、出し合ってみ

よう。（１分３０秒間） 

〈予想される反応〉 

前時で学習した「病気になる不適切な生活習慣」なども出てくると予想

される。他にがんのイメージ（命の危険・手術・こわい・治らない病気

など）が出てくることが予想される。 

 ・偏った食事 ・運動不足 ・たばこ ・胃がん ・遺伝 ・こわい

・抗がん剤 ・高齢者がなる病気 ・がん検診 ・なりたくない 

２ 「がん」と「一般的な生活習慣病」の共通点と違いについて考え

る。 
 ・ブレインストーミングで出てきた内容をグループで分類する。分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈関・意・態②〉（学習活動２）

生活行動・生活習慣と健

康について、課題の解決
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類は「①生活習慣病と共通するもの」「②それ以外のもの（がん特

有のもの）」の２つに分類し、がん特有のものについて発表する。 

ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞで出てきた内容を分類しよう。前時で学習した

「①生活習慣病と共通するもの」「②それ以外のもの（がん特

有のもの）」の２つに分類しよう。 

〈予想される反応〉 

前時に出てきた、「不適切な生活習慣」と「がんのイメージ（こわい

など）やいのちに関わる内容など」に分類されると予想される。 

※「がん」は、「その他の生活習慣病」と同じく生活習慣が大きくかか

わる病気であるという共通点に気付きつつ、一線を画す違いにも気づか

せる。 

①偏った食事／運動不足／たばこ 

②胃がん／遺伝／こわい／抗がん剤／がん検診／高齢者がなる病気

 ３ がんの発生要因、疫学、予防、早期発見・検診などについて説明

を聞く。 

 ４ 自分の大切な人（家族や将来の自分など）を守るために「がんの

予防など」のメッセージを考える 

今日学習したことをいかして、大切な人を「がん」から守るた

めのメッセージを考えよう。大切なのは、あなたの大切な人が

「①がんのことを知り」、「②がんの予防に取り組む」ようにな

るようなメッセージを考えましょう。 
☆“大切なあなた（ 相手の名前 ）へ”で書き出しましょう。

 ・本時で学習した知識を活用して、「がんの知識」と「がんの予防」

を促す、メッセージを考えて、発表する。 

〈予想される反応〉 

例）“大切なあなた（将来の自分）へ” 

がんは、２人に１人がかかるとてもこわい病気です。でも、普段

の生活習慣に気を付けていればがんになる確率を下げることがで

きます。自分の体のために、生活習慣を改善してください。（そし

て、がんは早く見つければ約９割は治る病気です。だから４０歳に

なったら、必ず毎年がん検診を受けてください。）自分のために、

大切な人のためにお願いします。 

 ※上記の例は、男性（検診年齢４０歳）宛て。女性宛ての場合、検診

年齢は２０歳以上から。 

 ※家族（親）宛ての場合、「禁煙」や「節酒・禁酒」などの具体的な

内容も予想される。 

 
５ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説明文をワークシ

ートにまとめ、発表する。  

※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤ 
 
 

に向けての話合いや意

見交換などの学習活動

に意欲的に取り組んで

いる状況を【観察】でと

らえる。（ア‐②） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈知・理⑤〉（学習活動５） 
がんの発生要因とその

予防について理解した

ことを言ったり、書き出
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７ 本時の学習と指導（５／５） 
 （１）ねらい 
  ・生活行動・生活習慣と健康について、課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的

に取り組むことができる。                          【関心・意欲・態度】 
  ・がんの発生要因とその予防について、理解したことを言ったり、書き出したりすることができる。 

   【知識・理解】 
 （２）資料及び準備するもの 
  ノートＰＣ、スライド用リモコン、ビデオプロジェクター、移動スクリーン、実物投影機 
  ワークシート、短冊、板書掲示（単元名・ねらい）、（ホワイトボード） 
 （３）展開 

時間 学習内容・活動 指導上の留意点（指導○ 評価規準◆） 
導 
入 
10 
分 

１ がんに対するイメージを出し合う 
「がん」と聞いて思いつくことをグループ内で

出し合ってみよう。（１分３０秒間） 
・ブレインストーミングをする。 

 １）各自が思いついたものを短冊に書く。 

 ２）グループで出した数を発表する 

 ※ここでは、内容についての発表はしない。 

〈予想される反応〉 

前時で学習した「病気になる不適切な生活習慣」な

ども出てくると予想される。他にがんのイメージ（命

の危険・手術・こわい・治らない病気 など）が出

てくることが予想される。 

・偏った食事 ・運動不足 ・たばこ ・胃がん  

・遺伝 ・こわい ・抗がん剤 ・高齢者がなる病気

・がん検診 ・なりたくない など 

 

 

 

 

 

２ 本時のねらいを知る 

がんについて正しく理解し、予防について考えよ

う。 
 

○グループ内でできるだけたくさん出させる。数を競わ

せる。「質より量で勝負」 
○グループ内で同じ内容を書かないように、グループの

仲間に伝えてから、書かせるようにさせる。 
○ヒントとして、「がんの原因」や「がんに対するイメ

ージ」などのキーワードを紹介する。 
○机間指導を行い、活動が停滞している班には、ヒント

を与えたり、すでに出ている意見から発展させたりす

るなどの助言をする。 
○グループごとの数を確認し、最も多く出したグループ

を賞賛させる。 
○この後の学習活動で分類作業をさせるため、ここでは

出し合った内容については触れない。 
 
○本時のねらいを復唱させる。 
○今日の授業を通して、がんへの正しい理解と今後の生

活に役立てていけるよう本時の学習への意識を高め

させる。 
 
 
 

展 
開 
35 
分 

３ 「がん」と「一般的な生活習慣病」の共通点と

違いについて考える。 
○前時の学習内容にも触れ、分類における話し合いがス

ムーズになるよう助言する。 
○「がん」は「一般的な生活習慣病」同様、共通点とし

て生活習慣が大きく関係しているということに着目

・がんを引き起こすと考えられる要因には、生活習慣、ウィルス・

細菌など、様々なものがあること。 
・がんを予防するには、健康な生活習慣の維持が必要なこと。 

 

 したりしている状況を

【観察・ワークシート】

でとらえる。（ウ‐⑤）
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ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞで出てきた内容を分類しよう。 
前時で学習した「①生活習慣病と共通するも

の」「②それ以外のもの」の２つに分類しまし

ょう。 
・グループ内で話し合い、分類をする。 
 １）２つに分類する。 
 ２）「②それ以外のもの」を発表する 

〈予想される反応〉 

前時に出てきた、「不適切な生活習慣」と「がんのイ

メージ（こわいなど）やいのちに関わる内容など」

に分類されると予想される。 

①偏った食事／運動不足／たばこ 

②胃がん／遺伝／こわい／抗がん剤／がん検診／高

齢者がなる病気 

 

 

 

 

させたい。 
○ウイルス・細菌等、ほかの生活習慣病との違いが出な

かった場合、グラフ等を使って補足の説明をする。 
○多くの生徒が持つマイナスイメージである、「場合に

より、生死に影響する可能性のある疾病」であること

も確認させる。 
◆がんの発生要因とその予防について、課題の解決に向

けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的

に取り組もうとしている。（観察）【関心・意欲・態度】

努力を要すると判断できる状況(C)の生徒への手立て（支援） 
話合いに参加できていない生徒には、分類の済んで

いるものにも目を向けさせ、前時の学習内容を生か

して分類に参加できるよう支援する。 
○がんに対するマイナスイメージや不安を次の学習で

正しく理解していくことを説明する。 
 

４ がんの発生要因、疫学、予防、早期発見・検診な

どについて説明を聞く。 

・スクリーン（板書）を確認しながらワークシート

に記入する。 
 ○最近の芸能人のがん患者等の報道に触れる。 
 ①我が国の現状（死因・罹患率など）※疫学 
②早期発見（５年相対生存率・検診など） 
③がんとは（発生要因など） 

 ④予防（生活習慣など） 
 
・がんを引き起こすと考えられる要因には、生活習

慣、ウィルス・細菌など、様々なものがあること。

・がんを予防するには、健康な生活習慣の維持が必

要なこと。 
 

○パワーポイントの画面で説明を行う。 
○発問を繰り返しながら、正しく理解させる。疑問をで

きるだけ残さないよう丁寧に説明する。 
○スライドに合わせて、ワークシートに書き込みをさせ

る。記入の時間の確保などにも配慮する。 
○「がん」と「それ以外の生活習慣病」との共通点と違

いについても気づかせる。特に今後の生活において

は、共通点である「調和のとれた健康な生活習慣」を

送っていくことが重要であることを理解させる。同時

に健康な生活習慣による予防効果が非常に大きいこ

とについても説明する。 
○生活習慣では、予防しきれないがんがあることについ

ても説明する。ウィルスや細菌、環境、持って生まれ

た素質など多様な原因があることを説明し、偏見など

間違った理解を生まないように配慮する。 
○疾病概念がほかの生活習慣病と違うことから、早期発

見のための検診が必要であることをしっかり押さえ

ておく。 
５ 自分の大切な人（家族や将来の自分など）を守る

ために「がんの予防など」のメッセージを考える

今日学習したことをいかして、大切な人を「がん」

から守るためのメッセージを考えよう。大切なの

は、あなたの大切な人が「①がんのことを知り」、

○本時の学習のねらい「がんについて正しく理解し、予

防について考えよう」に立ち返らせ、正しい理解のも

と、自分や自分の周りの人をがんから守るという視点

を持たせ、取り組ませる。 
○メッセージを読んだ相手の、がんについての意識が高

展

開

35 
分
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「②がんの予防に取り組む」ようになるようなメ

ッセージを考えましょう。 
☆“大切なあなた（ 相手の名前 ）へ”で書き

出しましょう。 

 ・本時で学習した知識を活用して、「がんの知識」と

「がんの予防」を促す、メッセージを考えて、発表

する。 

〈予想される反応〉 

例）“大切なあなた（将来の自分）へ” 

がんは、２人に１人がかかるとてもこわい病気

です。でも、普段の生活習慣に気を付けていれば

がんになる確率を下げることができます。自分の

体のために、生活習慣を改善してください。（そし

て、がんは早く見つければ約９割は治る病気です。

だから４０歳になったら、必ず毎年がん検診を受

けてください。）自分のために、大切な人のために

お願いします。 

 ※上記の例は、男性（検診年齢４０歳）宛て。女性

宛ての場合、検診年齢は２０歳以上から。 

 ※家族（親）宛ての場合、「禁煙」や「節酒・禁酒」

などの具体的な内容も予想される。 

まり、予防や検診につながるようなメッセージを考え

させる。 
○机間指導を行い、活動が滞っている生徒には、本時の

学習を振り返らせ、盛り込みたいキーワードを絞り込

んでメッセージを作るよう助言する。 
○学習した内容をすべて入れるのではなく、内容を絞り

込んでメッセージ作成に取り組ませる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま 
と 
め 
5 
分 

６ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説

明文をワークシートにまとめ、発表する。  

※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。 

・がんを引き起こす要因には生活習慣、ウィルス・

細菌など、様々なものがあること。 
・がんを予防するには、健康な生活習慣の維持が必

要なこと。 

７ 感想を記入し、発表する 
８ 教師の話を聞く 

○本時を振り返らせ、キーワードの穴埋めに取り組ませ

る。 
◆がんの発生要因とその予防について、理解したことを

言ったり、書き出したりしている。（観察・ワークシ

ート）【知識・理解】 
努力を要すると判断できる状況(C)の生徒への手立て（支援） 
ワークシートから本時の学習を振り返らせ、そこか

らキーワードを抜き出すよう助言する。 
○本時の学習を振り返り、がんを予防するための望まし

い健康的な生活習慣の必要性について再確認する。 
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「②がんの予防に取り組む」ようになるようなメ

ッセージを考えましょう。 
☆“大切なあなた（ 相手の名前 ）へ”で書き

出しましょう。 

 ・本時で学習した知識を活用して、「がんの知識」と

「がんの予防」を促す、メッセージを考えて、発表

する。 

〈予想される反応〉 

例）“大切なあなた（将来の自分）へ” 

がんは、２人に１人がかかるとてもこわい病気

です。でも、普段の生活習慣に気を付けていれば

がんになる確率を下げることができます。自分の

体のために、生活習慣を改善してください。（そし

て、がんは早く見つければ約９割は治る病気です。

だから４０歳になったら、必ず毎年がん検診を受

けてください。）自分のために、大切な人のために

お願いします。 

 ※上記の例は、男性（検診年齢４０歳）宛て。女性

宛ての場合、検診年齢は２０歳以上から。 

 ※家族（親）宛ての場合、「禁煙」や「節酒・禁酒」

などの具体的な内容も予想される。 

まり、予防や検診につながるようなメッセージを考え

させる。 
○机間指導を行い、活動が滞っている生徒には、本時の

学習を振り返らせ、盛り込みたいキーワードを絞り込

んでメッセージを作るよう助言する。 
○学習した内容をすべて入れるのではなく、内容を絞り

込んでメッセージ作成に取り組ませる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま 
と 
め 
5 
分 

６ 本時の学習を振り返り、キーワードを使用した説

明文をワークシートにまとめ、発表する。  

※下の指導すべき内容の下線部分を埋める。 

・がんを引き起こす要因には生活習慣、ウィルス・

細菌など、様々なものがあること。 
・がんを予防するには、健康な生活習慣の維持が必

要なこと。 

７ 感想を記入し、発表する 
８ 教師の話を聞く 

○本時を振り返らせ、キーワードの穴埋めに取り組ませ

る。 
◆がんの発生要因とその予防について、理解したことを

言ったり、書き出したりしている。（観察・ワークシ

ート）【知識・理解】 
努力を要すると判断できる状況(C)の生徒への手立て（支援） 
ワークシートから本時の学習を振り返らせ、そこか

らキーワードを抜き出すよう助言する。 
○本時の学習を振り返り、がんを予防するための望まし

い健康的な生活習慣の必要性について再確認する。 
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が
ん

と
そ

の
予
防

 
が

ん
っ

て
な

ん
だ

ろ
う

？
ど

う
や

っ
て

な
る

の
？

ど
う

す
れ

ば
な

ら
な

い
の

？
 

学
習

活
動

①
：

ブ
レ

イ
ン

ス
ト

ー
ミ

ン
グ

（
３

～
４

人
の

グ
ル

ー
プ

）
 

 
が

ん
 

と
聞

い
て

思
い

つ
く

こ
と

を
で

き
る

だ
け

た
く

さ
ん

書
い

て
み

よ
う

！
  

前
の

時
間

ま
で

に
学

ん
だ

こ
と

や
関

連
し

て
思

い
浮

か
ん

だ
キ

ー
ワ

ー
ド

な
ど

な
ん

で
も

Ｏ
Ｋ

！
 

 本
時

の
ね

ら
い

 

が
ん

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
し

、
予

防
に

つ
い

て
考

え
よ

う
 

 学
習

活
動

②
：

分
類

し
て

み
よ

う
（

さ
っ

き
の

グ
ル

ー
プ

）
 

 
 

 
 

 
 

 
が

ん
 

と
一

般
的

な
生

活
習

慣
病

に
 

①
共

通
す

る
も

の
②

そ
れ

以
外

の
も

の
（

 
が

ん
 

特
有

の
も

の
）

に
分

類
 

 【
基

礎
知

識
の

整
理

】
 

 

○
ど
ん
な

病
気

…
こ

わ
い

・
命

の
危

険
・

治
ら

な
い

な
ど

の
マ

イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
 

 
 

・
日

本
人

の
死

因
の

第
（

①
 
１

 
）

位
で

亡
く

な
る

方
の

（
②

 
３
 
）
人
に
１
人
に
相
当
す
る
。
 

 
 

・
生

涯
の

う
ち

に
が

ん
に

か
か

る
可

能
性

は
（

③
 
２

 
）

人
に
１
人
と
さ
れ
て
い
る
。

（男
性５

８％
、女

性４
３％

） 

○
早
期
発

見
・

が
ん

検
診

 

 
 

・
早

期
が

ん
に

つ
い

て
は

、（
④

 
９

 
）

割
近

く
の

方
が

治
る

。
 

 
 

・
が

ん
は

症
状

が
出

に
く

い
 

→
早

期
発

見
す

る
た

め
に

・
・

・
症

状
が

な
く

て
も

（
⑤

 
が

ん
検
診
 
）
を
定
期
的
に
受
け
る
必
要
 

○
が
ん

と
は

…
 

 
 

・
人

間
の

体
は

約
６

０
兆

個
の

細
胞

で
で

き
て

お
り

、
常

に
（

⑥
 
細
胞
分
裂
 
）

を
繰

り
返

し
て

い
る

。
 

 
 
・
そ

の
際

に
、
細

胞
の

中
の
（

⑦
 
遺

伝
子

 
）
に

コ
ピ

ー
ミ

ス
が

起
こ
る
が
、
通
常
は
す
ぐ
に
直
さ
れ
る
。
 

 
 

・
そ

こ
で

直
し

き
れ

ず
に

見
逃

さ
れ

た
細

胞
が

（
⑧

 
が

ん
細

胞
 
）
と
な
る
。
 

・
体

を
守

る
働

き
を

逃
れ

た
（

⑧
 
が

ん
細

胞
 

）
が

そ
の

後
、

際
限

な
く

増
え

て
し

ま
う

病
気

で
あ

る
。 

・
が

ん
に

な
る

危
険

性
を

増
す

要
因

と
し

て
は

、（
⑨

 
た

ば
こ

 
）、

細
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
、
 

（
⑩

 
過

度
 

）
な

飲
酒

、
（

⑪
 

偏
っ

た
 

）
食

事
、
（

⑫
 

運
動

不
足

 
）

な
ど

が
あ

る
。
 

 
※

一
部

の
ま

れ
な

も
の

に
、

遺
伝

原
因

が
関

与
す

る
も

の
や

原
因
が
わ
か
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。
 

○
が
ん

の
予

防
 

※
一
部
成

人
へ
向
け
た
内
容
も
含
み
ま
す
。
将
来
の
自
分
の
姿

に
照

ら
し

て
考

え
ま

し
ょ

う
。
 

 
 

・
５

つ
の

健
康

習
慣

を
実

践
す

る
こ

と
で

、
が

ん
に

な
る

リ
ス

ク
を
ほ
ぼ
（
⑬
 
半
減
 
）
で
き
る
。
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①
た
ば
こ
は
（
大
人
に
な
っ
て
も
）
吸
わ
な
い
・
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
 

 
 
 
 
②
（
大
人
に
な
っ
た
ら
）
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
す
る
 

 
 
 
 
③
食
生
活
を
見
直
す
「
バ
ラ
ン
ス
・
減
塩
・
野
菜
と
果
物
を
多
め
に
・
熱
い
も
の
に
注
意
」
 

 
 
 
 
④
適
度
に
運
動
 

 

 
 
 
 
⑤
適
切
な
体
重
維
持
（
や
せ
過
ぎ
・
太
り
過
ぎ
は
だ
め
）
 

 
 
 
☆
上
記
①
～
⑤
の
下
線
部
分
８
項
目
に
加
え
、
ウ
イ
ル
ス
・
細
菌
の
感
染
対
策
、
定
期
的
な
が
ん
検
診
、

身
体

の
異
常
に
気
付
い
た
ら
受
診
、
正
し
い
が
ん
情
報
の
４
項
目
を
加
え
た
計
１
２
項
目
が
「
が
ん
を

防
ぐ

た
め
の
新
１
２
か
条
」
で
あ
る
。
 

 学
習

活
動

③
：

今
日

の
学

習
を

い
か

し
て

、
大

切
な

人
を

が
ん

か
ら

守
る

た
め

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
考

え
よ

う
。

大
切

な
の

は
、

あ
な

た
の

大
切

な
人

が
「

①
が

ん
の

こ
と

を
知

り
」「

②
が

ん
の

予
防

な
ど

に
取

り
組

む
」

よ
う

に
な

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
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健康な生活と疾病の予防

一中さん

生活習慣病とその予防

（がんについて）

1 2

ブレインストーミング

「がん」と聞いて思いつくこと

お題は・・・

時間は１分３０秒間

3

本時のねらい

がんについて正しく理解し
予防について考えよう

4

分類しよう！
ブレインストーミングで出し合った短冊を分類し
てみましょう。

がん
と

一般的な生活習慣病

①共通する
もの

②それ以外
のもの

5 6
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女優

川島なお美さん
（肝内胆管がん）

俳優

今井雅之さん
（大腸がん）

タレント（元ﾌﾟﾛﾚｽﾗｰ）

北斗晶さん
（乳がん）

音楽ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

つんく♂さん
（喉頭がん）

7

埼玉県ではどの位の割合の人たちが
がんで亡くなっているのだろう？

悪性新生物

30%

心疾患

17%肺炎

10%
脳血管疾患

8%

老衰

5%

不慮の事故

4%

自殺

2%

腎不全

2%

肝疾患

1%

慢性閉塞性

肺疾患

1%

その他

21%

埼玉県の死因別割合（平成２６年度）

8

埼玉県ではどの位の割合の人たちが
がんで亡くなっているのだろう？

9

どの位の人ががんになるのだろう？
一生のうち、がんにかかるリスクは・・・

10

どの位の人ががんになるのだろう？
一生のうち、がんにかかるリスクは・・・

男性
５８％

女性
４３％

出典：「がんの統計’１３」
(公益財団法人がん研究振興財団)

２人に１人ががんになる
11

あなたはがんについてどのような印象を
持っていますか？（事前アンケートより）

余命○か月

治らない
不治の病

苦しい

つらい

こわい

髪が抜けるやせ細る

こわいと思う:28名
どちらかといえば

こわいと思う:5名

どちらかといえば

こわいと思わない:1名

どちらともいえない

（わからない）:1名

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あなたはがんについてどのような印象を持っていますか？全35名

がん＝死

転移したら・・・

死んでしまう

12

9
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がんは治らないこわい病気？

19.2%

50.1%

81.0%

91.7%ステージⅠ

ステージⅡ

ステージⅢ

ステージⅣ

これはなんのグラフだかわかりますか。

このグラフは、すべてのがんの
病期(進行ﾚﾍﾞﾙ別)5年相対生存率(%)です。

13

がんは治らないこわい病気？

19.2%

50.1%

81.0%

91.7%ステージⅠ

ステージⅡ

ステージⅢ

ステージⅣ

これはなんのグラフだかわかりますか。

このグラフは、すべてのがんの
病期(進行ﾚﾍﾞﾙ別)5年相対生存率(%)です。

がんは、早期に発見できて
治療すれば９０％以上の確率で

治すことができるんだ！

14

がんは治らないこわい病気？

がんは症状が出にくいみたい・・・
じゃあ、早期発見するには
どうしたらいいのかな？

15

がんは治らないこわい病気？

がん検診に行けばいいんだ！
症状がなくても

定期的に検診に行くといいね！
蕨市でもやっているよ！

16

がんは治らないこわい病気？

17

【がんになる仕組み】
①細胞分裂により古い細胞が新しい細胞に
入れ替わっている
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【がんになる仕組み】
②なんらかの原因により細胞の中の遺伝子
に傷がつく。

細胞

何らかの
原因

キズ

遺伝子

キズ

キズ

【がんになる仕組み】
②なんらかの原因により細胞の中の遺伝子
に傷がつく。

キズ

キズ

キズ

通常は
修復する

【がんになる仕組み】
③修理がうまくいかず傷を見逃された細胞が
たまってがん細胞が誕生→免疫が倒す

がん細胞

【がんになる仕組み】
④免疫からも逃れたがん細胞が際限なく増
えてしまう→がん

大腸がん
22

【がんの変化】
○たった１つのがん細胞が次第に大きく
なっていく（イメージ）

１０～２０年

早期がん
１ｃｍ ４ｃｍ

８ｃｍ

23 24
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がんの予防について考えよう！

国立がん研究センター・がん情報サービス「科学的根拠に基づくがん予防」冊子より

25

がんのリスクを低くする健康習慣

・（大人になっても）
たばこは吸わない
・他人のたばこの煙を
できるだけ避ける

・（大人になって）
飲むなら節度のある
飲酒をする

・バランスよく
・減塩する
・野菜と果物をとる
・熱い飲み物や食べ物
は冷ましてから

・活発な身体活動
・適度な運動

・太り過ぎ、やせ過ぎ
に注意
・適切な体重維持

26

がんを防ぐための新１２か条
（公益財団法人 がん研究振興財団）

１条 たばこは吸わない
２条 他人のたばこの煙を

できるだけ避ける

３条 お酒はほどほどに

４条 バランスのとれた
食生活を

５条 塩辛い食品は控えめに
６条 野菜や果物は

不足にならないように

７条 適度に運動
８条 適切な体重維持

９条 ウイルスや細菌の
感染予防と治療

１０条 定期的な
がん検診を

１１条 身体の異常に
気がついたら、
すぐに受診を

１２条 正しいがん情報で
がんを知ることから

27

学習したことをまとめましょう
【基礎知識の整理】

○どんな病気…こわい・命の危険・治らないなどのマイナスイメージ

・日本人の死因の第（①１）位で亡くなる方の（②３）人に１人に相当する。

・生涯のうちにがんにかかる割合は（③２）人に１人とされている。（男性５８％、女性４３％）

○早期発見・がん検診

・早期がんについては、（④９）割近くの方が治る。

・がんは症状が出にくい

→早期発見するために・・・症状がなくても（⑤がん検診）を定期的に受ける必要

○がんとは…

・人間の体は約６０兆個の細胞でできており、常に（⑥細胞分裂）を繰り返している。

・その際に、細胞の中の（⑦遺伝子）にコピーミスが起こるが、通常はすぐに直される。

・そこで直しきれずに見逃された細胞が（⑧がん細胞）となる。

・体を守る働きを逃れた（⑧がん細胞）がその後、際限なく増えてしまう病気である。

・がんになる危険性を増す要因としては、（⑨たばこ）、細菌・ウィルス、

（⑩過度）な飲酒、（⑪偏った）食事、（⑫運動不足）などがある。

※一部のまれなものに、遺伝原因が関与するものや原因がわかっていないものもある。

○がんの予防※一部成人へ向けた内容も含みます。将来の自分の姿に照らして考えましょう。

・５つの健康習慣を実践することで、がんになるリスクをほぼ（⑬半減）できる。
28

学習したことをいかして、大切な人を

「がん」から守るためのメッセージを
考えましょう。

☆メッセージの相手は、家族など身近な人、

今の自分、将来の自分などです。

あなたの大切な人に・・・

①がんがどんな病気なのかを伝える

②がんの予防に取り組み、検診に行くようになる

メッセージを考えよう。

埼玉県マスコット「コバトン」
29
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Ⅲ 平成２７年度 埼玉県がん教育授業研究会 ２ 県立熊谷女子高等学校 

文部科学省委託事業「がんの教育総合支援事業」 
平成２７年度埼玉県「がん教育」授業研究会（高等学校）実施要項 

 
１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 
この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 
そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 
 
３ 期  日  平成２７年１１月１３日（金） 
 
４ 会  場  県立熊谷女子高等学校  熊谷市末広２－１３１  
        ＊駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 

       （ＪＲ「熊谷駅北口」から徒歩１０分） 

 
５ 参加者対象 高等学校・特別支援学校教職員（保健体育科授業担当者等） 
       
６ 日  程  
（１）受  付 １３時００分～ （２階 会議室） 
（２）公開授業 １３時２５分～１４時１５分   
（３）全 体 会 １４時３０分～１４時５０分   
（４）研究協議 １４時５５分～１６時３０分   
 
７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

１年 小林 由里子教諭 

保健体育（科目保健） 
「（１）現代社会と健康」 
   イ 健康の保持増進と疾病の予防 
    (ｱ) 生活習慣病と日常の生活行動 

 
８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   加賀谷貴彦 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主席指導主事   髙橋 宏至 
埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   水落美佳子 
埼玉県がん教育授業検討委員会委員 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 
  埼玉医科大学総合医療センター      准 教 授   儀賀 理暁 
  県 立 栗 橋 北 彩 高 等 学 校      教     諭   益子 倫行 
  県 立 鳩 山 高 等 学 校      養 護 教 諭   間中 千晶 
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保健体育科「科目保健」学習指導案 
平成２７年１１月１３日（金）第５時限 多目的室 

第１学年２組 ４１名 
埼玉県立熊谷女子高等学校 教諭 小林由里子 

 
１ 単元名 「現代社会と健康」 イ 健康の保持増進と疾病の予防   (ｱ) 生活習慣病と日常の生活行動 
 
２ 単元について 

わが国の疾病構造や社会の変化に対応して、健康を保持増進するためには、個人の意志決定・行動選択、そ 
れを支える社会環境づくりなどが大切であるというヘルスプロモーションの考え方を活用し、人々が自らの健 
康を適切に管理すること及び環境を改善することが重要である。 
 本単元では、生活習慣病を予防し、健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養及び睡眠など調

和のとれた健康的な生活を実践することが必要であることを理解できるようにする。 
その際、がん（悪性新生物）、虚血性心疾患、脂質異常症、歯周病などを適宜取り上げ、それらは日常の生

活行動と深い関係があることを理解できるようにする。 
 
３ 生徒の実態 

真剣な態度で授業に取り組み、発問に対しての受け答えもとてもしっかりしている。話し合いに積極的な生

徒が多く、学習に意欲的な生徒が多い。日本の健康課題や現状、疾病構造の変化や日本人の死因なども概ね理

解している。 
 
４ 教師の指導観 
  生活習慣病の中でも日本人の死亡原因の第一位のがんについて発生要因だけではなく、予防について理解を

深めたい。そして、国民の二人に一人は罹患し、三人に一人はがんで死亡する「国民病」と言われる疾患であ

るがんについて、健康な時からがんについての学ぶ意識は高くはない現状を踏まえ、生活習慣を整える第一次

予防と早期発見・早期治療の検診の受診の第二次予防の重要性について理解させたい。 
  このようなことから、適切な意志決定・行動選択ができる資質・能力を身に付けさせることをねらいとして、

事例をグループで話し合ったり、習得した知識を活用しながら、より良い方法を考えたりすることで、思考力・

判断力等を育成させていきたい。 
  がんを引き起こすと考えられる要因には、さまざまなものがあることを理解するとともに、健康的な生活習

慣とがんり患との関係、がんの進行度と生存率との関係を踏まえ、そこから、がんに対する社会的対策につい

て理解させた上で、自らが今後取るべき行動について考え、判断し、表現することが出来るようにしたい。 
 
５ 単元の目標 
（１）生活習慣病と日常の生活行動について、健康を保持増進するためには、自らの健康を適切に管理すること 
  及び環境を改善していくことが重要であることに関心をもち、学習活動に意欲的に取り組もうとすることが 
  できるようにする。                              【関心・意欲・態度】 
（２）生活習慣病と日常の生活行動について、健康を保持増進するための健康課題の解決を目指して、知識を活   
  用した学習活動などにより、総合的に考え、判断し、それらを表すことができるようにする。【思考・判断】 
（３）生活習慣病と日常の生活行動について、健康を保持増進するための課題の解決に役立つ自らの健康を適切 
  に管理すること及び環境を改善していくための基礎的な事項を理解することができるようにする。 
                                            【知識・理解】 
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６ 評価規準 

 単元の評価規準 学習活動に即した評価規準 

関心 

・ 

意欲 

・ 

態度 

・生活習慣病と日常の生活行動に

ついて、資料を探したり、見た

り、読んだりするなどの学習活

動に意欲的に取り組もうとし

ている。 

①生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決に向けての話

合いをしたり、意見交換をしたりなど、学習活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

②生活習慣病と日常の生活行動について、資料や教科書などを探し

 たり、見たり、読んだり、自分たちの生活を振り返ったりするな

 どの学習活動に意欲的に取り組もうとしている。 

思考 

・ 

判断 

・生活習慣病と日常の生活行動に

ついて、資料等で調べたことを

基に、課題を見付けたり、整理

したりするなどして、それらを

説明している。 

①生活習慣病と日常の生活行動について、学習したことを個人及び

社会生活や事例などと比較したり、分類したり、分析したりする

などしている。また、筋道を立ててそれらを説明している。 

②生活習慣病と日常の生活行動について、資料等で調べたことを基

 に、課題を見付け、課題を解決する方法を整理したり、選んだり

 するなどして、それらを説明している。 

知識 

・ 

理解 

・健康の保持増進と生活習慣病の 

 予防には、食事、運動、休養及 

 び睡眠の調和のとれた生活を 

 実践する必要があることにつ 

 いて、理解したことを発言した 

 り、記述したりしている。 

①生活習慣病の呼称の由来や病例、生活習慣病の予防対策について

理解したことを発言したり、記述したりしている。 

②がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う必要があるこ

とについて理解したことを発言したり、記述したりすることがで

きるようにする。 

③健康的な食生活の重要性、食事の今日的課題としてエネルギーの

過剰摂取による肥満やメタボリックシンドローム、健康的な食生

活習慣の形成について、理解したことを発言したり、記述したり

している。 

④健康から見た運動の意義や今日的課題、健康づくりのための有酸

素運動や筋肉に負荷をかける運動、運動のための環境づくりにつ

いて、理解したことを発言したり、記述したりしている。 

⑤健康から見た休養の意義、全身疲労や局所疲労などの今日的課

題、健康から見たより良い休養の取り方、健康に良い睡眠のとり

方について理解したことを発言したり、記述したりしている。 
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７ 単元の指導と評価計画（全５時間） 

時 学習内容・ねらい 関 思 知 評価方法 

 

 

 

１ 

（ア）生活習慣病と日常の生活行動 「生活習慣病とその予防」 

Ⅰ ねらい 

 ・生活習慣病と日常の生活行動について、課題の解決に向けての

話合いをしたり、意見交換をしたりなど、学習活動に意欲的に

取り組むことができる。 

 ・生活習慣病の呼称の由来や病例、生活習慣病の予防対策につい

て理解したことを発言したり、記述したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 日本人の主な死因について記述する。 

２ 感染症から生活習慣病に変化したことについて確認する。 

３ 生活習慣病の原因について考える。 

４ 生活習慣病の予防について考える。（一次予防について） 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・発表 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

② 

（ア）生活習慣病と日常の生活行動 「がんの予防と社会的対策」 

Ⅰ ねらい 

 ・生活習慣病と日常の生活行動について、資料等で調べたことを 

  基に、課題を見付け、課題を解決する方法を整理したり、選ん 

  だりするなどして、それらを説明することができる。 

 ・がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う必要がある 

  ことについて理解したことを発言したり、記述したりすること 

  ができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ がんの種類を書き出す。 

２ がんが身近な病気であることを確認する。 

３ 本時のねらいについて確認する。 

４ がん検診受診率の課題について記述する。 

 

 

 

 

 

５ ５年生存率のグラフから考えられることを記述する。 
６ がんの対策について調べる。 
 

 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・ワークシー

ト 

ワークシート 

 

 

 

３ 

（ア）生活習慣病と日常の生活行動 「食事と健康」 

Ⅰ ねらい 

 ・生活習慣病と日常の生活行動について、資料や教科書などを探 

  したり、見たり、読んだり、自分たちの生活を振り返ったりす 

  るなどの学習活動に意欲的に取り組むことができる。 

 ・健康的な食生活の重要性、食事の今日的課題としてエネルギー 

  の過剰摂取による肥満やメタボリックシンドローム、健康的な 

  食生活習慣の形成について、理解したことを発言したり、記述 

  したりすることができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 食事の重要性と意義について考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導すべき内容＞ 

・悪性新生物（がん）、虚血性心疾患、脂質異常症、歯周病など

の生活習慣病は、日常の生活行動と深い関係があること 

＜指導すべき内容＞ 

・がんを予防するためには、早期発見・早期治療が必要であるこ

と 

＜指導すべき内容＞ 

がんに対して、様々な社会的対策が取られていること 
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２ 健康に関わる食事の課題についてあげる。 

３ 必要なエネルギー量を決定するものと栄養素について考える。 

４ 食事のリズムと生活のリズムについて、自分の食生活を見つめ

なおし、改善点をあげる。 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをする。 

 

 

②

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

観察・ワークシー

ト 

 

 

ワークシート 

  

 

４ 

（ア）生活習慣病と日常の生活行動 「運動と健康」 

Ⅰ ねらい 

 ・生活習慣病と日常の生活行動について、学習したことを個人及

び社会生活や事例などと比較したり、分類したり、分析したり

するなどしている。また、筋道を立ててそれらを説明すること

ができる。 

 ・健康から見た運動の意義や今日的課題、健康づくりのための有

酸素運動や筋肉に負荷をかける運動、運動のための環境づくり

について、理解したことを発言したり、記述したりすることが

できる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 健康における運動の意義について考える。 

２ 運動と健康の関係について考える。 

３ 現代社会と運動について確認する。 

４ 健康のための適切な運動について、運動の種類を説明できるよ

うにする。 

５ 運動習慣の確立について考える。 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・ワークシー

ト 

 

ワークシート 

 

５ 

 

 

 

（ア）生活習慣病と日常の生活行動 「休養・睡眠と健康」 

Ⅰ ねらい 

 ・生活習慣病と日常の生活行動について、資料等で調べたことを

基に、課題を見付け、課題を解決する方法を整理したり、選ん

だりするなどして、それらを説明することができる。 

 ・健康から見た休養の意義、全身疲労や局所疲労などの今日的課

題、健康から見たより良い休養の取り方、健康に良い睡眠のと

り方について理解したことを発言したり、記述したりすること

ができる。 

Ⅱ 学習活動 

１ 健康からみた休養・睡眠の意義について考える。 

２ 休養の必要性について考える。 

３ 健康に関わる休養の課題についてあげる。 

４ 休養のとり方について考える。 

５ 快適な睡眠を確保するために必要なことを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察・ワークシー

ト 

 

 

 

ワークシート 

＜指導すべき内容＞ 

・健康の保持増進に食事は重要な要素であり、食事内容や日々の

食生活は将来の健康の土台作りであること。 

＜指導すべき内容＞ 

・運動は他者との交流においても大切な機会であり、心の健康に

おいても大切な役割を果たしていること。 

＜指導すべき内容＞ 

・健康を保持増進するためには、より質の高い休養・睡眠が重

要であること。 

・生活習慣病を予防し、健康を保持増進するには、調和のとれ

た健康的な生活を実践することが必要であること。 
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８ 本時の学習と指導（２／５） 
（１）ねらい 
 ・がんに対する対策について、資料等で調べたことを基に、課題を見付けたり、整理したりするなどして、そ

れらを説明することができるようにする。                      【思考・判断】 
 ・がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う必要があることについて理解したことを発言したり、記

述したりすることができるようにする。                       【知識・理解】 

            

（２）資料及び準備するもの 
 ・ワークシート ・プレゼンテーションソフト ・プロジェクター ・掲示資料 ・ホワイトボード  
（３）展開 
時間 学習内容・活動 指導上の留意点（指導○ 評価規準◆） 
 
 
 
 
導

入

15
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 知っているがんの種類について書き出す。 
（１）各自がワークシートに記入する。 
（２）発表する。 
   
 
 
 
 
 
 
２ がんとは何か、がんの現状について知ること

で、がんが身近な病気であることを確認する。 
（１）がんとは何か 
 ・がん発生の仕組み 
  
（２）我が国のがんの現状 
 ・がんの種類の確認 
 ・日本人に多いがんの種類（部位）  
 ・生涯でがんにかかる人は、２人に１人 
 （男性の６０％、女性４５％以上）。 
 ・がんで亡くなる人は、３人に１人。 
 ・死因第１位 
 ・死亡率の上昇  
 ・がんを引き起こす要因 
 
（３）がんの予防 
 ・よりよい生活習慣は、がんを予防することが

できる。 
 ・一般的な生活習慣病と同様に、たばこを吸わ

ない、バランスのとれた食事をする、適度な

○始めに、各自が知っているがんの種類について、１

分間でワークシートに記述させる。 
○知っているがんの種類についてたくさん上げさせる

ことで、本時の学習への意欲を高める。 
○生徒の発表をホワイトボードにまとめ、内容につい

て共有する。 
○家族など身近な人ががんにかかっていたり、本人が

がん経験者であったりするなどが考えられるため、事

前に生徒の実態を把握し、細かな配慮をする。 
 
○がんの発生要因、発生部位、疫学、予防、我が国の

がんの現状について確認することで、がんについて正

しい知識を持たせるとともに、身近な病気であること

を確認する。 
○パワーポイントの画面で説明を行う。 
 
○がんの仕組みについて説明する。 
○日本では年間３６万人以上が、埼玉県は年間約１万

８千人がんで亡くなっていることを伝えることで、身

近な病気であることを確認する。 
○日本では、年齢が高い人が増えていることにより、

がんにり患する可能性が高くなってきていることを説

明する。 
○がんを引き起こす要因には、生活習慣、ウイルス・

細菌など、様々なものがあったり、原因が解明されて

いないものがあったりすることに触れる。 
○生活習慣を整えるだけでは予防できないがんもある

ことから、ウイルスや細菌、環境、持って生まれた素

質など多様な原因があることを説明し、偏見など間違

った理解にならないよう配慮する。 

胃がん、肺がん、子宮がん、子宮頸がん、

大腸がん、乳がん、すい臓がん、咽頭が

ん等 
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展

開 
28
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動をする等、生活習慣の改善が必要であ

る。 
 

３ 本時のねらいについて確認する。 
 
 
 
 
４ がん検診率のグラフから、問題点を分析す

る。 
  
 
 
（１）個人で考えて、ワークシートに書く。 
（２）グループで話し合い、まとめる。 
（３）発表する。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
５ ５年生存率のグラフから考えられることを

書き出す。 
 
 
 
（１）個人で考えて、ワークシートに書く。 
（２）発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○調和のとれた健康な生活習慣が、がんを予防するこ

とにつながることについて理解させる。 
 
○がんを予防するためには、生活習慣の改善が必要で

あること、生活習慣の改善だけでは予防できないがん

もあることから、早期発見のための検診やがんに対す

る社会的な対策について学習していくことを伝える。

 
○グラフから、がん検診受診率が低い理由について、

始めは個人で考えさせ、グループで話し合わせる。 
○諸外国と日本の検診率について比較させることによ

り、日本の検診の置かれている問題点について捉えさ

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
○検診率の低い理由を考えさせることによって、検診

に行かない問題点を明らかにさせ、検診の大切さにつ

いて理解させるとともに、がんについて身近な病気で

あることを捉えさせる。 
 
 
 
 
 
 
○グラフから読み取れることを、ワークシートに書き

出させる。 
○がんの病期とは、がんの進行の程度を示すものであ

り、５年生存率とは、診断から５年経過後に生存して

いる患者の割合を示すものであることを説明する。 
○全がん病期別５年相対生存率、がん検診の受診率か

ら、がん治療の決め手は早期発見であることを理解さ

せる。 
○病期（ステージ）がⅠ期であれば、５年相対生存率

は約９８％である 
○早期に発見するためには、症状がなくても、定期に

がん検診を受けることが必要であることに触れる。 

【予想される反応】 
・検診をやっていることを知らない人が 
 いるから。 
・行くのが面倒だから。 
・自分はがんにならない、大丈夫だと思 
っているから。 

・お金がかかるから 
・保険がきかないから。 

【予想される反応】 
・がんが発見されるのが早ければ早いほど、

 ５年生存率は高い。 
・ステージⅠの間に治療すれば、５年生存率

 は 100%に近い。 
・早い時期に治療が始められるためには、 
 定期的にがん検診を受けることが大切で

ある。 

Ｑ 外国と比べて、日本のがん検診受診率が

低い理由を考えてみよう。 

Ｑ 全がん５年相対生存率のグラフから、考

えられることを書き出してみよう。  

がんの予防について正しく理解し、がんに

対する社会的対策について考えよう。 
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ま 
と 
め 
７ 
分 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
６ がん対策について資料から読み取る。   
 
 
 
 ○資料をもとに、がんに対する社会的対策に 
  調べてまとめる。 
  ・埼玉県でも、がん検診率を向上させるた 

めに様々な取り組みを行っている。 
・年齢によって、検診を受けることができる

項目が違う。 
  ・様々な検査項目がある。 

・がん検診の啓発ポスターが作られている。

 
（２）発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ がん対策について今日学んだことを最大限

に利用しながら自分の健康を維持できる行動に

ついてまとめる。 
（１）ワークシートに記入する。 
（２）発表する。 
・健康によい生活習慣を身に付け、続けることが

 大切。 
・がん検診を受けられる年齢になったら受けよう

と思う。 
・良い生活習慣の継続について、家庭でも話して

 いきたい。 

 
 
 
 
 
 
○検診を受けることができるよう、日本にもがんに対

する様々な対策が取られていることを、資料をもとに、

調べてまとめさせる。 
○がん検診の仕組みや、がん検診の主な検査項目、検

診対象者、受診間隔など、自治体ごとにリーフレット

等を作成し啓発を図っている等、がん検診率の向上に

向けて様々な取組があることを理解させる。 
○資料からわかることをワークシートに書かせる。 
 
◆がんの予防対策は、個人的及び社会的な対策を行う

必要があることについて理解したことを発言したり、

記述したりすることができるようにする。【知・理】 
 
 
 
 
 
 
○検診を受けていれば絶対がんにならないわけではな

く、がんになる場合も考えられることを伝える。 
○がん治療は手術、放射線、抗がん剤が主な治療法で

あること、効果を上げるため、複数の治療方法を組み

合わせたり、医師等と相談し主体的に選択したりする

こともできることについて、簡単に触れる。 
 
○学習したことを参考にしながら、ワークシートに記

入させる。  
○自ら、よりよい生活習慣を確立すること、早期発見・

早期治療が大切なこと、自治体により様々な社会的対

策が取られていることについて再確認する。 
 
 
 
 
 
 

【指導すべき内容】 
・がんを予防するためには、早期発見・早期

治療が必要であること 

【指導すべき内容】 
がんに対して対策は、様々な社会的対策が取

られている。 

Ｑ がんについてどのような対策が取られて

いるか調べよう。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断された生徒へ

の手だて 
・記述できていない生徒には、資料に立ち返らせ、

キーワードを見つけ、抜き出すよう助言する。 
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 ・家族に検診の大切さについて話していきたい。

・もっと多くの人が検診に行けるように、検診の

大切さについて伝えられることはないかな。 
・検診する人が増えるために、各自治体では、検

診率アップに向けての様々な取組みが行われ

ており、検診率が上がるよう、ポスターを作成

し、掲示していきたい。 
 
 
 
 
 
（３）教師の話を聞く。 
 
 
 

 
 
◆ がんに対する対策について、資料等で調べたこと

を基に、課題を見付けたり、整理したりするなどして、

それらを説明することができるようにする。【思・判】

 
 
 
 
 
 
 
○生涯、健康で過ごすためにもがん予防に対する知識

を習得し、意志決定・行動選択をしていくことが大切

であることを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断された生徒へ

の手だて 
・ワークシートから本時に学習した内容を振り返

らせ、キーワードを見付けてかけるよう助言す

る。 
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の
遺
伝
子
は
、
正
確
に
コ
ピ
ー
さ
れ
て
、

新
し
い

細
胞

が
生

ま
れ

る
。
し
か
し
、
途
中
で
遺
伝
子
に
何
ら
か
の
傷
が
つ
き
コ
ピ
ー
ミ
ス
が
起
き
て
異
常
な
細

胞
が
生

ま
れ

て
し

ま
う

。
こ
れ
が
突
然
変
異
で
あ
り
、
細
胞
が
が
ん
化
す
る
第
一
段
階
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

突
然
変

異
は

誰
に

で
も

毎
日
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
異
常
な
細
胞
は
す
ぐ
死
ん
だ
り
、
免
疫
の
は
た
ら
き

に
よ
っ

て
除

去
さ

れ
た

り
す
る
。

 
 

し
か

し
、

ま
れ

に
生

き
残
る
異
常
細
胞
が
現
れ
る
。
コ
ピ
ー
ミ
ス
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
も
す
る
。
（
高

齢
に

な
る
と

当
然

そ
の

数
が
多
く
な
る
。
寿
命
が
延
び
た
こ
と
に
よ
っ
て
が
ん
が
増
え
た
の
は
こ
の
こ
と
か
ら
。
）

そ
し

て
、
そ

れ
が

い
く

つ
も

た
ま
る
と
が
ん
細
胞
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
秩
序
な
く
勝
手
に
増
え
続
け
て
し
ま
う
。

こ
の

コ
ピ
ー

ミ
ス

を
多

く
し
て
し
ま
う
要
因
が
が
ん
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

 
「

高
等

学
校

保
健

教
育

の
手
引
き
」
よ
り
 

加
筆

 

O
EC

D
 

保
健
医
療
統
計
 

20
13

年
版
よ
り

 
 ２
、
日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
が
低
い
理
由
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 
     

 

１
年

 
 

組
 

 
番

 
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
が

ん
研

究
振

興
財

団
 

が
ん

の
統

計
‘

13
よ

り
 

 ３
、
５
年
生
存
率
の
グ
ラ
フ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
き
出
し
て
み
よ
う
！

 
      ・
二
次
予
防
・
・
早
期
発
見
（
が
ん
検
診
の
受
診
）

 
 
 
 
 
 
 
が
ん
治
療
の
決
め
手
は
、
早
期
発
見
！

 
 ４
、
が
ん
予
防
に
関
す
る
社
会
的
対
策
に
つ
い
て
資
料
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
。

 
      ―

本
日

の
ま

と
め

―
 

が
ん

対
策

に
つ

い
て

今
日

学
ん

だ
こ

と
を

最
大

限
に

利
用

し
な

が
ら

自
分

の
健

康
を

維
持

 

で
き

る
行

動
に

つ
い

て
ま

と
め

よ
う

！
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５
 

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

 
 

１
、
が
ん
の
種
類
を
書
き
出
し
て
み
よ
う
！

 
    ・
が
ん
と
は

 
 

私
た

ち
の

体
に

は
、

約
６

０
兆

個
の

細
胞

が
あ

る
。

そ
れ

ぞ
れ

の
細

胞
に

は
、

一
生

の
う

ち
に

何
度

も
分

裂

を
く
り

か
え

し
、
全

体
の

調
和
を
と
り
な
が
ら
新
陳
代
謝
を
行
う
。
細
胞
そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
は
、
新
し
い
細
胞
を

つ
く
る

た
め

の
遺

伝
子

が
入
っ
て
い
る
。
 

細
胞
分
裂
を
す
る
際
、
こ
の
遺
伝
子
は
、
正
確
に
コ
ピ
ー
さ
れ
て
、

新
し
い

細
胞

が
生

ま
れ

る
。
し
か
し
、
途
中
で
遺
伝
子
に
何
ら
か
の
傷
が
つ
き
コ
ピ
ー
ミ
ス
が
起
き
て
異
常
な
細

胞
が
生

ま
れ

て
し

ま
う

。
こ
れ
が
突
然
変
異
で
あ
り
、
細
胞
が
が
ん
化
す
る
第
一
段
階
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

突
然
変

異
は

誰
に

で
も

毎
日
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
異
常
な
細
胞
は
す
ぐ
死
ん
だ
り
、
免
疫
の
は
た
ら
き

に
よ
っ

て
除

去
さ

れ
た

り
す
る
。

 
 

し
か

し
、

ま
れ

に
生

き
残
る
異
常
細
胞
が
現
れ
る
。
コ
ピ
ー
ミ
ス
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
も
す
る
。
（
高

齢
に

な
る
と

当
然

そ
の

数
が
多
く
な
る
。
寿
命
が
延
び
た
こ
と
に
よ
っ
て
が
ん
が
増
え
た
の
は
こ
の
こ
と
か
ら
。
）

そ
し

て
、
そ

れ
が

い
く

つ
も

た
ま
る
と
が
ん
細
胞
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
秩
序
な
く
勝
手
に
増
え
続
け
て
し
ま
う
。

こ
の

コ
ピ
ー

ミ
ス

を
多

く
し
て
し
ま
う
要
因
が
が
ん
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

 
「

高
等

学
校

保
健

教
育

の
手
引
き
」
よ
り
 

加
筆

 

O
EC

D
 

保
健
医
療
統
計
 

20
13

年
版
よ
り

 
 ２
、
日
本
の
が
ん
検
診
受
診
率
が
低
い
理
由
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

 
     

 

５ 生活習慣病とその予防

１、知っているがんの種類を書き出し
てみよう！

埼玉県の死因別割合 （平成２６年度）
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20.7 
悪性新生物

心疾患

肺炎

脳血管疾患

老衰

不慮の事故

自殺

腎不全

肝疾患

慢性閉塞性肺疾患

その他

主な死因別死亡数及び死亡率
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悪性新生物

心疾患

肺炎

脳血管疾患
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1位 2位 3位 4位 5位

男
性

肺 胃 大腸 肝臓 膵臓

女
性

大腸 肺 胃 膵臓 乳房

男
女
計

肺 胃 大腸 膵臓 肝臓

⽇本⼈の死亡数が多いがんの部位（2013年）

国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」より

がん検診受診率 （国民生活基礎調査、埼玉県・全国）

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん 子宮（頸）がん

埼玉県（H１９） 28.7 27.6 23.1 22.6 21.7
埼玉県（H２２） 31.2 27.4 24.9 27.8 25.5
埼玉県（H２５） 37.7 37.9 40.2 32.8 29.4

全 国（H１９） 30.2 25.8 24.8 24.7 24.5

全 国（H２２） 32.3 26.0 24.7 30.6 28.7

全 国（H２５） 39.6 37.9 42.3 34.2 32.7
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人間ドック等受診状況の年次推移 ２０歳以上の人間ドック等の受診割合

がん検診受診割合（性別ごと）
マンモグラフィー
検診受診割合

国際比較

子宮頸がん検診 国際比較

２、日本のがん検診受診率が
低い理由は？

2014／2015年「国民衛生の動向」 2014／2015年「国民衛生の動向」

2014／2015年「国民衛生の動向」

「図表でみる
  世界の保健医療」

「図表でみる世界の保健医療」

–52–



人間ドック等を受診しなかった理由・・・
胃がんの進行度

全がん ５年相対生存率
（がん研究振興財団 がんの統計’13より）

19.2 

50.1 

81.0 

91.7 

ステージⅣ

ステージⅢ

ステージⅡ

ステージⅠ
３、５年生存率のグラフから

考えられることは？

がん対策について今日学んだことを最大限に利用しながら
自分の健康を維持できる行動についてまとめよう！

2014／2015年「国民衛生の動向」
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